
がん治療と就労の両立に向けた支援事業

皆さんががんになった時、がん治療と就労の両立のために病院が応援できるように、

頭頸部がん患者本位の医療技術の開発提供と病院施設の充実に加え、病院と行政が

何をするべきかの課題を明らかにし、未来に繋げます。

No.3
1.0億円程度

（事業期間3年間）

・AIを用いた予知性の高い医療提供
・後障害を抑える治療支援装置の開発
・トイレ・ワークスペースの設置
・患者さんの支援ニーズを明らかにする
・患者さんの心理的状態の解明

社会
生活

治療

行
政

病
院

両立の支援

・ニーズに合った支援を行う
・支援情報の提供をする

・患者さんの欲しい支援を伝える

※頭頸部がんとは、鼻・副鼻腔、口腔、咽頭・喉頭（のど）、唾液腺などにできるがんの総称



がん治療と就労の両立に至るための課題を明らかにし、患者が生きがいをもち続けなが

ら、安心して治療に励むことができる体制の構築に役立てます。

事業内容の詳細

事業実施による効果

No.3

○がん患者の治療と就労の両立のために以下を実施します

• 「食べる」、「話す」ことが難しくなる、頭頸部がん患者から取り組みます。頭頸

部がん治療と就労の両立を助ける、医療技術の開発・提供をします。トイレ、ワー

クスペース確保など病院設備の充実により、就労と治療の両立を応援します。

• 頭頸部がん患者を対象に、支援ニーズアンケートを実施します。多職種でアンケー

トの徹底解析を行い、病院や東京都にどんな支援を望んでいるか、何が治療と就労

の両立を妨げているのか課題を明らかにし、必要な支援の充実に繋げます。


